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試験機の概要

曲げクリープ特性を高精度に測定することをお引き受けいたします。

繊維強化型複合材料の曲げクリープ試験

Cat.No 3S2J-170-00-140604

● 荷重範囲 ： 最高30kN

→高強度、大断面サンプルの試験が可能です。

● 温度 ： RT、40℃～400℃

→樹脂の高温使用、成型時の曲げクリープ挙動の
評価が可能です。

● 高分解能クリープ曲げ測定

測定可動範囲 ： ～20mm

分解能 ： 表示 1μm

→ クリープ曲げ変化の小さい領域で、高精度測定が

可能です。

対象材料および測定例

※試験片寸法や試験条件などは、別途、お問い合せ下さい。

三点曲げクリープ試験の模式図

支柱間

MAX50mm

試験片長さ

MAX60mm

試験室外観

● 対象材料

・ 繊維強化型の高強度材に適用
可能です。

CFRP、GFRPなど

・ 大型、厚板試験片の大荷重での
曲げクリープ特性評価が可能です。

● 曲げクリープ試験結果の例
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高分解能変位計の使用で、汎用的ダイヤルゲージに比べ、
初期の微小な曲げクリープ変位、および定常クリープ域の
微小変位の評価も可能です。

高分解能変位計

ダイヤルゲージ


